
円
{
.
∞
.
的

O
O
H



P
一五タを

Eiyた
忍
く
す
る
-3
ン
ス

す
ぐ
に
洗
い
流
せ
て

着
色
効
果
ア
ッ
。フ

/タ幻一之/

ヲ〉

• 阪
間
F

』
翻
炉

、

ス
L
叫

ン
A

問

リ
R

…

-フ

m

カ
ル

300u3色・各80019ポンプタイプ(700g. LillO IIJ) 

堂資生

T A N 

北
京
は
い
ま
ロ
ッ
ク
フ

l
ム
だ
。
こ
こ

数
年
、
雨
後
の
笥
の
よ
う
に
で
て
き
た
バ

ン
ド
が
、
今
年
に
な
っ
て
花
開
い
た
感
じ

だ
と
い
う
。
も
っ
・C
も
、
初
の
中
国
産
ロ

ッ
ク
が
誕
生
し
て
か
ら
、
ま
だ
わ
ず
か
十

年
程
度
し
か
た
っ
て
い
な
い
。
一
九
七
九

年
以
来
の
開
放
政
策
に
伴
い
、
欧
米
の
ポ

ッ
プ
ス
や
ロ
ッ
ク
が
入
る
よ
う
に
な
り
、

多
く
の
若
者
が
ダ
ビ
ン
グ
に
ダ
ビ
ン
グ
を

重
ね
て
ヨ
レ
ヨ
レ
に
な
っ
た
テ
ー
プ
を
夢

中
に
な
っ
て
聴
き
込
ん
だ
。
大
ス
タ
ー
と

な
っ
た
窪
健
も
、
そ
ん
な
若
者
の

一
人
だ

っ
た
。八

四
年
に
バ
ン
ド
を
組
み
、
二
年
後
に

ィ
ー
ゥ
l
λ

e
ヨ
ウ

は
代
表
作
二
祭
所
有
」
を
発
表
。
ロ
ッ

ク
に
中
国
固
有
の
音
を
取
り
込
み
、
織
密

な
文
章
表
現
で
何
重
も
の
意
昧
を
含
ま
せ

た
歌
詞
が
、
彼
の
音
楽
の
特
徴
だ
。
デ
ビ

ュ
ー
以
来
、
人
気
は
う
な
ぎ
登
り
で
、
園

内
は
も
と
よ
り
、
九

一
年
に
は
ビ
デ
オ
ク

リ
ッ
プ
が
ア
メ
リ
カ
の
M
T
V
大
賞
部
門

貨
を
受
賞
す
る
な
ど
、
海
外
で
も
注
目
さ

t
に
じ
め
た。

し
か
し
、
外
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

取
り
上
げ
か
た
は
、
彼
の
人
気
が
急
上
昇

し
た
跨
期
に
天
安
門
事
件
が
重
な
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
「
反
体
制
の
績
手
」と
い
っ

た
か
た
ち
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
「
北
京
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
」
「
あ

る
会
場
で
は
、
演
奏
中
に
電
源
が
切
ら
れ

た
」
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
そ
の
イ

メ
ー
ジ
を
強
化
し
て
い
っ
た
。
舞
台
の
上

で
赤
い
白
隠
し
を
し
て
、

あ
の
日
お
前
は
、

ひ
と
切
れ
の
赤
い
布
を
取
り
出
し

俺
の
目
隠
し
を
し
て
、

空
を
見
え
な
く
し
た

そ
し
て
尋
ね
た
、
何
が
見
え
る
か
と

俺
は
答
え
た
、
幸
せ
が
見
え
る
と

(
「
ひ
と
切
れ
の
赤
い
布
」
橋
爪
大
三
郎
・

張
静
肇
訳
詞
)

と
歌
う
彼
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
政

治
的
な
匂
い
を
険
ぎ
と
る
こ
と
は
で
き
る
。

だ
が
彼
自
身
は
、
歌
詞
同
様
、
窪
健
像
と

い
う
も
の
に
何
重
も
の
含
み
を
待
た
せ
て

答
え
る
。

「
そ
の
見
方
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
政
治
的
な
部
分
は
僕
の
音
楽
の
一
面

で
し
か
な
い
。
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
ば
か

り
や
っ
て
い
た
ら
僕
だ
っ
て
嫁
わ
れ
て
い

た
で
し
ょ
う
。
音
楽
は
あ
く
ま
で
も
音
楽

で
し
か
な
い
。
音
楽
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
る

こ
と
は
な
い
ん
で
す
」

音
楽
と
彼
の
付
き
合
い
は
長
い
。
六
一

年
八
月
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
の
父
に
バ

レ
リ
ー
ナ
の
母
と
い
う
、
音
楽
家
の
家
庭

に
生
ま
れ
た
彼
は
、
父
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
、
十
七
歳
で
ト
ラ
ン
ペ
ツ
タ
ー
と
し
七

北
京
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
入
っ
た
。
し
か
し



毘罰

/グ針「ユ/

九一

寄宍命互禿堂:)-く日窪 田6月 22日ヰZ 反lG 5 ~手 ( 1993年〉

「一一一「
宝
島
初
」
七
月
号
の
特
集
は
「
極
論

・
憲
法
な

ん
て
、
い
ら
な
い
!」

。
憲
法
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
論
ず
る
前
に
、
憲
法
が
存
在
す
べ
き
か
ど
う
か
を

考
え
る
の
が
も
の
の
順
序
と
い
う
も
の
だ
か
ら
、
こ

の
特
集
の
狙
い
は
な
か
な
か
正
し
い
と
私
は
思
う
。

だ
が
こ
の
ラ
ク
カ
ル
な
議
論
に
は
、
ち
ょ
っ
と
ム
ズ

カ
シ
イ
と
こ
ろ
が
あ
る
。

創
刊
号
か
ら
西
部
道
論
を
連
載
し
て
い
る
小
浜
泡

郎
は
、
我
々
の
生
活
感
覚
と
の
距
離
を
徹
密
に
測
定

し
な
が
ら
西
部
の
憲
法
論
を
批
判
し
、
自
ら
の
改
憲

論
の
根
拠
と
輪
郭
を
描
い
て
い
る
。
橋
爪
大
三
郎

は
、
権
力
を
統
御
す
る
た
め
に
こ
そ
憲
法
は
必
要

だ
、
憲
法
を
自
ら
作
り
出
す
こ
と
が
近
代
人
の
条
件

だ
、
憲
法
が
国
家
解
体
の
理
念
を
含
ん
で
た
っ
て
い

い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
つ
も
な
が
ら
明
断
に
説
い
て

い
る
。
二
人
の
議
論
は
、
筆
者
に
は
若
干
高
級
す
ぎ

る
が
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
多
く
、
な
に
よ
り
こ
こ

に
は
こ
の
テ
i
マ
に
つ
い
て
発
言
す
る
充
分
な
理
由

が
あ
る
の
だ
。

で
は
、
ど
ん
な
憲
法
も
本
質
的
に
押
し
つ
け
で
あ

り
、
芯
山
は
な
ど
ど
ー
で
も
い
い
、
と
考
え
る
こ
と
こ

そ
が
正
し
い
大
衆
な
の
だ
、
と
述
べ
る
宮
田
諭
や
、

自
ら
は
近
代
合
理
主
義
者
で
あ
る
が
、
日
本
人

一
般

は
そ
も
そ
も
法
治
国
家
な
ど
望
ん
で
お
ら
ず
、
憲
法

計 、.. ~ ~ ~ 

し奪三7ど
ー 湯 川

「憲法」論議のムズカシサ

な
ど
あ
っ
て
も
守
る
つ
も
り
は
な
い
の
だ
か
ら
、
憲

法
論
争
自
体
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
、
と
い
う
池
田
清
彦
の

ラ
テ
カ
ル
な
議
論
は
ど
う
か
。
じ
つ
は
筆
者
自
身
、

冷
戦
終
結
後
は
み
ん
な
で
主
体
的
に
国
の
将
来
を
考

え
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
ポ
ス
ト
左
翼
的
倫
理
性
は
嫌

い
だ
し
、
憲
法
に
つ
い
て
の
感
。
方
は
こ
の
二
人
に

近
い
の
し
か
し
単
純
な
疑
問
な
の
だ
が
、
こ
こ
に
は

発
言
の
「
理
由
」
が
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

憲
法
を
論
ず
る
こ
と
自
体
が
ナ
ン
セ
ン
ス
な
ら
、
な

ぜ
こ
ん
な
発
言
な
ど
せ
ず
、
魚
釣
り
に
で
も
行
か
な

い
の
か

o

w

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
議
論
こ
そ
が
こ
の
特
集
を
鋭

羽

角
的
に
し
て
る
の
だ
し
、
発
言
す
る
な
、
な

ど

と

言

制

い
た
い
の
で
は
な
い
。
憲
法
な
ど
関
係
な
い
は
ず
の

私
が
、
な
ぜ
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
言
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い

の
か
、

何
が
不
快
で
不
都
合
な
の
か
、
そ
れ
を
も
っ

と
踏
み
込
ん
で
述
べ
も
ぐ
れ
、
と
言
い
た
い
の
だ
。

そ
れ
こ
そ
が
、
憲
法
の
正
体
を
我
々
の
側
か
ら
明
か

w

す
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
。

魚
釣
り
し
て
い
た
ら
、
魚
は
憲
法
ど
お
り
に
釣
戸

れ
、
な
ど
と
う
る
さ
く
言
う
奴
が
来
た
。
だ
か
ら
、

U
a'e

 

ば
か
や
ろ
う
、
俺
に
は
憲
法
な
ん
か
関
係
ね
え
、
と
立

言
い
返
し
て
や
っ
た
、
と
い
λ

砲は日

っ
き
り
す
る
ん
だ
け
ど
ね
え
。

(柵
)

彼
は
、
数
か
れ
た
レ
ー
ル
に
の
っ
か
つ
て

進
ん
で
い
く
こ
と
に
、
次
第
に
矛
盾
を
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

「
自
分
の
個
性
と
ス
タ
イ
ル
を
持
ち
、
自

己
実
現
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、

自
分
を
開
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
僕
に
も
自
分
が
筒
か
れ
て
い
な
か

っ
た
時
期
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
こ
ろ

は
、
や
る
こ
と
す
べ
て
、
人
に
与
え
ら
れ

た
も
の
を
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」

ロ
ッ
ク
は
、
彼
が
自
分
で
選
ん
で
始
め

た
音
楽
だ
。
そ
し
て
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
す

る
ご
と
に
、

自
分
が
開
か
れ
て
い
く
と
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
が
自
分
の
曲
を

還
し
て

一
番
訴
え
た
い
こ
と
は
、
そ
の
経

験
に
根
ざ
し
て
い
る
。

「
自
我
を
開
く
と
い
う
こ
と
は
、

も
っ
と

も
気
分
の
い
い
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
の
方

法
を
紹
介
し
た
い
。
人
々
に
は
多
く
の
チ

ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
な
か

か
ら
自
分
の
生
き
一刀
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
、
そ
れ
が
自
分
を
開
く
こ
と
に
な
る
ん

だ
、
と
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
く
ま
で
も
「
自
分
を

開
け
」
て
白川
、
と
強
調
す
る
峯
健
。

北
京
を
中
心
と
し
た
い
ま
の
ロ
ッ
ク
ブ

ー
ム
は
、
そ
の
彼
の
思
い
が
、
状
況
に
閉

塞
感
を
抱
い
て
い
る
若
者
に
少
し
ず
つ
届

い
て
い
る
証
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

北
京
で
、
室
健
は
七
月
に
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
い
た
。

百
八
十
元

(約
三
千
四
百
円
)

と
い
う
破
箔
の
入
場
料
に
も
か
か
わ
ら
す
、

一
万
五
千
人
収
容
の
北
京
首
都
体
育
館
は

二
日
間
と
も
満
席
だ
っ
た
。
し
か
し
、
中

国
の
人
口
は
十
二
億
。
ま
だ
ま
だ
、
メ
ツ

一ニ
ジ
を
伝
え
た
い
相
手
は
い
る
。
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教えられないできたポピュラー音奈が、気がつけば時代をリードして

いる.テレビ神奈川がその先鑓をつとめたとすれば、さだめし私らは、

音奈ファンの後からしんがりをついて歩いているのだと雷えよう.そ

れもよかろう.ポピュラー音楽の研究は、音を聴いて楽しく、文を既

んでまた姦しいという、ひと粒で二度おいしいお草子みたいなものな

のである.

番組 rONEJ出演
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杉公/ダ幻←之/←

自会匠企~B随
橋爪大三郎(東工大助教裡)

CHAPTER III 

住友ONE河 周 年と川ことはまだ“ワールドミュージ y

E ク"がフームでもなんでもないうちから、せっせと番組を続けて

きたことになる。これがまず、偉い。

ー.，の五年間でいちばん嬉しかったのは、番組のなかでも紹介した笹

‘ー健(ツイジエン)のアルバムが、つい最近日本でも発売になった

ことだ(r一無所有j東芝EMJ)，88年の夏に北京の工人体育館で“震

璽風"のコンサートを聴いたあと、帰りのマイクロパスのなかで案内

役の北京大学の学生さんたちが、ラップ仕立ての雀健の1幽 (r不是我

不明白J)を控露してくれた。それ以来、すっかりファンになった.

NHKやBBCの特別番組でも紹介され、中国随一のロック・アーテイス

トとして海外に広く知られている彼の作品を、日本の聴衆も容易に耳

にできるようになったのは膏晴らしいことだと思う.

屋健は92年7月 9持 5月と二回来日してコンサートを開いた 5月

のときには獲塵まで会いに行って、本人とじかに倍もできた.じ

つは雀健のすべてを日本に紹介する本を作りたかったのだが、いろい

ろあって、まだ実現できないでいるのが残怠だ.

もうひとつ婚しいのはポピュラー献を研究する仲間刈えたこ

と。住友ONEがスター卜したころ、私はちょうど旗揚げしたば

かりの「日本ポピュラー音楽学会Jの事務局をあずかるようになり‘

以来五年、いつのまにか会員も200人を越えた.その昔、 ONEにいっ

しょに出演した窓越(スーユエ)さんも学会の仲間だが、いまは帰国

して国務院文化部直属の北京髭音公司を切りまわーしている。そのほか、

海外から参加してくれている会員も多い。会長の三井徹さん(金沢大

学)はこの夏、アメリカ・カリフォルニアで聞かれた総会で、国際ポ

ピュラー音楽学会の会長に選ばれた. 1997年に金沢で次の;欠の世界大

会を聞くことも決まった。アメリカにつぎ市場規槙二位のポピュラー

音豪大国・日本に、世界の期待は大きいのだ。

....'っくりの捨てた石が、隅のかしら石となった.と、聖書にある。

司、卑俗だ、混雑だ、聞き苦しいなど蔑まれ、まともな文化のうちに

62 



/(タダ'3-2---/ 

サ
「理論と方法」第8巻第 1・号 PP. 89-90 数理社会学会 1993. 4. 1 

レターズ
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“Sociolog cal Abstracts" ~こ、

コ全ζま宏、司〉芸~コ之吾妻承勺カ三斗又多棄さオ工ま τγ

橋爪大三郎(東京工業大学)

渉外理事から、会員の皆さんに、本誌の英文要約が今後、 “Sociological Abstracts >>誌に

収録されることになったことを、ご報告します。

昨年春の理事会の決定に基づき、渉外担当理事である私は、本誌の英文要約が、社会学の代

表的な要録雑誌である“SociologicalAbstracts "に収録されるよう、交渉を進めてきました。

昨年10月には先方から契約書が届き、その内容を理事会で検討したところ問題なかったので、

サインをして先方に送り返しました。また、 1992年中に出た『理論と方法』の11号、 12号も別

途編集部宛に送りました。今後、本誌に掲揺される英文要約は、そのまま“SociologicalAb-

stracts "に原稿として送付されます(見本誌一冊を送ります)ので、そのことを十二分に念

頭におき、担解苛自主でF確で、しかも論立の的確な専従7になっでいるような英語の支章を書い

てくださるようにお顕いします。

注意点が、いくつかあります.

(1)英文要約は、 “Sociological Abstracts "に震るほか、関連する“SocialPlanning / 

Policy & Development Abstracts"、 “Linguistics and Language Behavior Abstracts"に議

る場合もあります。")

(2)以上は、印刷されるほか、データ・ベースとしても利用可能になります。

(3)送った英文要約の原稿に、先方が手を加えたり、書き直したりする場合があります。(下

手な英語を直し、長すぎるものは削ります。)またデータ・ベースに収める場合、索引や分類

コード、著者の連絡先などの情報を加えます。

(4)英文要約の著作権1;1， “Sociological Abstracts "誌が保有します。

このうち、 (4)が気になる会員もおられるかと患いますが、基本的に論文執筆者の利益になる

ことですし、学界の慣行でもあるので、問題ないと判断してサインしました。

今回のことをきっかけに、 『理論と方法』が国際的に注目され、情報発信震としての日本の

社会学界の評価が高まることを期待したいと思います。会員の皆さんのご理解とご協力をお願

いします。

理論と方法 (SociologicalTheory and Methods) 1993， Vol. 8， No.l: 89・92

-89-

理論と方法

日c:þ目可匡司会冬[司 t宣言命吉司王蓋(7;)口乎とy カ~"7

橋爪大三郎(東京工業大学)

1992年9月、天津社会科学院を訪問して、社会学研究所、日本研究所の皆さんと交流の座談会

をもちました。中国の社会科学研究は、 1979年以来の「改革開放」の進展によってようや く発

展の軌道に乗りつつあるところで、ちょうど戟後社会学の勃興期のような熱気を感じました。

社会学研究所としては、アメリカの先行研究などを参考にしながら、実証的な調査・研究を精

力的に手がけ始めている、とのことでした。

その席上、日本研究所の周啓乾所長ほか数名の研究者から、民間世論調査などで日中の比較

研究ができればよいのだが、という熱心な希望が伝えられました。たしかに、日本の対中意識、

中国の対日意識の比較や、同ーの質問項目に対する両国民の反応の違いなど、専門の研究者に

よって謂査すべき点が多々あると思います。ただこれまで、日中両国の社会学者の交流実績が

あまりなかったうえに、為替レートの関係もあって、中国側単独では両国にまたがる調査をや

りにくいのが現状です。今回の提案は、日本仮11から言えば、相対的にわずかの予算で中国での

謂査も可能となるわけで、こういう方面の研究者にはおいしい話ではないかと思います。私自

身は、そうした実証研究を手がけていませんので、帰国してから『理論と方法』などを通じて

呼びかけてみると約束して、帰ってきました。

そこで、会員や読者のなかに、こうした企画に興味をお持ちの方がおられたら、ぜひご一報

いただきたいと思います。連絡の僑渡しなど必要なことは、私がします。会員に限らず、お知

り合いや関係方面へも、よろしくお伝えください。

以上、お知らせとお願いまで。

-90一
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世
紀

/¥ 

• 
東
ア
ジ
ア
の
亀
裂

っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

日
本
は
一
九
世
紀
の
半
ば
に
、

い
ち
早
く

十
ー

問

わ

れ

る

統

合

一
九
七
九
年
に
中
国
の
改
市
川
放
経
消
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
一
五
年
。
こ
の
間
、
年
山
小
平
均
一

O
%以
上
の
驚
民
的
な

高
成
長
を
続
け
て
き
た
中
間
が
、

日
以
近
め
き
め
き
そ
の
存
在
感
を
増

の

構

想

力
l

し
て
い
る
。

中
国
二
一
位
の
尺
が
本
格
的
な
近
代
化
を
述
成
す
る
な

ホ脅

爪

大
三
郎

ら
、
世
界
の
勢
力
地
図
は
大
き
く
捻
り
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
世
紀
か
ら
二

O
世
紀
に
か
け
て
の
京
ア
ジ
ア
の
柿
凶
を
要
約

そ
れ
は
、

す
る
な
ら
、

中
国
の
停
滞
/
日
本
の
躍
進
、

の
対
照
で
も

発
部
し
始
め
た
の
は
、
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

二
O
世
紀
半
ば
の
日
米
対
決
も
、
こ
の
構
図
の
な
か
の
ひ
と
つ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
一
歩
先
ん
じ
て
近
代
化
に
成
功
し
た
日
本

が
、
周
辺
に
敵
対
す
る
強
固
の
な
い
の
を
い
い
こ
と
に
、
軍
事
的
膨

張
主
義
を
と
り
、
中
国
を
併
呑
す
る
か
ま
え
を
み
せ
た
。
こ
れ
は
ア

メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
ク
ウ
ェ

ー
ト
を
併
呑
す
る
構
え
を
み
せ
た
イ
ラ

ク
を
許
せ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
許
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
京
ア
ジ
ア

が
日
本
の
主
導
権
下
で
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
れ
ば
、
安
全
保
防
上
、
無

視
で
き
な
い
勢
力
が
霊
場
す
る
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
は
、
多
国
持
市

を
編
制
し
、
日
本
を
経
消
封
鎖
に
よ
っ
て
孤
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
日
本
は
こ
れ
に
、
行
険
主
義
的
行
動
で
も
っ
て
応
え
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
の
軍
事
的
野
心
は
破
滅
へ
の
道
を
た
ど
ら
ざ
る
を

多dι/ダダ':]-2-/-

fNENBUTUSHA 

明
治
維
新
を
な
し
と
げ
、

徳
川
幕
藩
制
の
遺
産
を
近
代
国
家
の
建
設

に
転
轍
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
に
ひ
き
か
え
中
国
は
、

四
欧
文

明
へ
の
機
敏
な
対
応
を
欠
き
、

机
民
地
化
へ
の
迫
を
政
む
こ
と
に
な

っ
た
。

中
国
が
そ
の
巨
大
な
同
家
立
忠
を
め
ざ
め
さ
せ
、
市
在
力
を

え
な
く
な
っ
た
。

二
O
世
紀
の
後
半
は
、
京
ア
ジ
ア
の
こ
の
屯
裂
の
、

戦
後
処
理
に

費
や
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。

そ
し
て
、

日
本
が
経
済
成
長
を
と

げ
た
あ
と
国
際
的
な
責
任
の
分
担
を
求
め
ら
れ
、

中
凶
が
社
会
主
義

の
道
を
模
索
し
た
あ
と
間
際
社
会
へ
の
似
似
を
は
か
り
つ
つ
あ
る
い

ま
、
東
ア
ジ
ア
は
新
し
い
世
紀
へ
の
入
日
に
立
っ
て
い
る
。

* 

東
ア
ジ
ア
と
四
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
比
べ
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
い
ち

じ
る
し
い
追
い
が
あ
る
。

凶
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、

多
く
の
川
家
・
民
政
と
、

共
通
の
文
化
的
基
盤
。
共
通
の
文
化
的
広
一
指
と
は
も
ち
ろ
ん
、

キ

ヲ
ヘ
ー
「
ん
人
ご

-o

v

ノ

ホ

q
ナ
J

そ
れ
に
対
し
て
、
京
ア
ジ
ア
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
中

国
を
核
と
す
る
中
心
/
川
縁
閃
式
と
、

共
通
の
文
化
的
以
般
の
欠
落

と
で
あ
る
。

中
国
は
、

単
一
民
抜
国
家
で
な
い
。

こ
の
こ
と
は
言
い
古
さ
れ
て

日
本
人
に
な
か
な
か
ピ
ン
と
こ
な
い
。
例

い
る
が
、

そ
の
実
態
は
、

を
あ
げ
よ
う
。
同
じ
中
国
語
で
も
、

北
京
訪
と
広
米
諸
は
ま
っ
た
く

上
海
江
川
も
通
じ
な
い
。
出
午
(
表
記
法
)

?尚
一
ド
ν
《

ι
ハ。

、
]

J

I

は
同
じ
な
の

だ
が
、
発
背
や
戸
調
が
述
う
た
め
、
聞
き
取
れ
な
い
の
で
あ
る
。
北

京
語
と
上
海
語
の
差
は
、
イ
タ
リ
ア
誌
と
ス
ペ
イ
ン
誌
の
廷
よ
り
大

年
C
/
¥

、
た
ぶ
ん
英
語
と
ド
イ
ツ
語
の
派
ぐ
ら
い
は
あ
る
だ
ろ
う
。

M

川
"
ム
』
置

す
る
と
逆
に
不
思
議
に
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
ど
う
し

て
同
じ
民
族
(
中
国
人
)
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
形
成
さ

れ
た
、
と
答
え
て
お
こ
う
。
こ
れ
に
は
、
地
政
学
的
な
来
歴
を
考
え

ら
れ
る
は
ず
だ
。

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、

地
中
海
と
ア
ル
プ
ス
山
脈
に
附
て
ら
れ
た
一

こ
の
交
通
環
境
(
適
度
な
移
動
と
遮
断
)
は
、
多
く
の

民
族
を
、
川
北
質
性
を
保
っ
た
ま
ま
分
散
さ
せ
た
。
地
中
泌
を
扶
ん
で

術
で
あ
る
。

は
イ
ス
ラ
ム
世
界
、
京
方
に
は
ピ
ザ
ン
チ
ン

1
ス
ラ
プ
と
い
っ
た
、

外
界
を
つ
ね
に
立
識
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
彼
ら
は
、

そ
の
共
辿
文

化
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
H
持

遍
文
化
と
個
別
民
族
文
化
と
の
結
合
は
、

近
代
間
氏
凶
家
の
時
代
を

経
て
、
一
円
び
統
合
(
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
共
同
体
)
を
志
向
し
つ
つ
あ
る
。

、，

京
ア
ジ
ア
は
、
中
国
の
大
平
野
を
中
心
に
、

北
方
の
山
以
、

ッ
ト
γリ
f
、、
j
手，二
L
J
、

-
h
V仰
向

山

V
ん
間
山
斗
寸
Hド
何

日
本
列
島
、

イ
ン
ド
シ
ナ
ホ

1μ
を
放
射
状

に
従
え
た
地
域
で
あ
る
。

中
国
の
大
平
野
は
、

政
治
的
統
A
け
が
作
い
初

で
あ
る
た
め
、

多
民
族
が
異
質
な
ま
ま
散
在
す
る
と
い
う
状
態
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
春
秋

1
戦
国
の
多
民
族
制
拠
状
態

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
か
な
り
早
い
時
期
に
、

(
漢
民
政
の
自
党
)

文
化
的
融
合
状
態

へ
と
移
行
し
て
い
く
。

人
為
的
な
政
治
(
融
合

を
率
先
す
る
)

と
慣
習
的
な
言
語
(
融
合
に
抵
抗
す
る
)

の
ギ
ヤ
ツ

チ
ベ

t19 
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プ
を
架
橋
す
る
役
制
を
担
っ
た
の
が
、
漢
字
で
あ
っ
た
。
印
字
が
、

音
声
と
対
応
を
持
た
な
い
表
立
文
字
で
あ
る
の
は
、

ヲ
心
。

必
然
な
の
で
あ

J-> 

* 

日
本
が
経
済
大
国
と
し
て
の
位
置
を
占
め
、
中
国
が
第
三
世
界
的

な
位
置
に
甘
ん
じ
て
い
る
と
い
う
現
状
は
、
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
と
そ

ぐ
わ
し
く
な
い
。
二

O
世
紀
末
の
、
中
国
の
急
速
な
経
済
発
展
は
、

中
国
が
そ
の
本
来
の
地
位
を
回
復
し
て
い
く
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
中
国
が
日
本
を
上
回
り
、
ア
メ
リ
カ
を
も
凌
駕
す
る

地
位
を
回
復
し
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
世
界
秩
序
を
梢
恕
す
れ
ば
い

い
の
か
、
誰
も
プ
ラ
ン
を
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

日
本
人
は
あ
ま
り
に
も
準
備
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

東
ア
ジ
ア
の
安
定
と
発
展
の
た
め
、
日
中
の
良
好
な
山
係
が
そ
の

基
軸
と
な
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
そ
の
プ
ロ
セ
ス

は
、
卵
の
黄
身
が
白
身
を
吸
収
し
て
い
く
よ
う
に
、
日
本
の
相
対
的

な
使
位
が
徐
々
に
失
わ
れ
、
中
国
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
が
あ
ら
ゆ
る
分
昨

で
確
立
し
て
い
く
と
い
う
、
日
本
に
と
っ
て
厳
し
い
経
験
と
な
る
こ

と
を
覚
悟
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
プ

ロ
セ
ス
を
、
イ
ギ
リ
ス

が
ア
メ
リ
カ
に
追
い
越
さ
れ
、
な
お
か
つ
良
好
な
関
係
を
保
っ
た
よ

う
な
、
賢
明
な
も
の
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
民
主
主
兆
、
英
部
と

い
っ
た
、
共
通
の
価
仙
飢
と
行
動
様
式
を
そ
な
え
て
い
る
。
日
本
と

中
国
の
あ
い
だ
に
、
そ
の
よ
う
な
共
通
法
挫
は
な
い
。
東
ア
ジ
ア
の

矛
盾
は
、
そ
の
近
代
化
が
外
か
ら
の
も
の
(
凶
欧
文
明
の
受
容
)
と

51 

中
国
の
政
治
的
統
合
は
、

周
辺
に
及
ば
な
い
。
京
古
、

削
鮮
、
日

-
L
L
 

.J 

本
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
へ
は
、

文
化
的
な
影
粋
が
間
接
的
に
及
ぶ
こ
と

声同町一---1

な に
異な
族つ
でた
あ
る中
。国

か
ら
み
れ
ば
そ
れ
は

文
化
的
な
統
A
N
が
不
十
分

そ
こ
に
は
刻
利
(
プ

周
辺
か
ら
中
間
を
み
れ
ば
、

ラ
ス
)

と
反
援
(
マ
イ
ナ
ス
)

の
二
況
の
力
学
が
働
く
。

裂
す
る
に

東
ア
ジ
ア
に
は
、

政
治
と
分
離
し
た
作
遍
文
化
が
、

共
通
羽
と
し
て

分
け
も
た
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、

い
ま
も
分
け
も
た
れ
て
は
い

な
い
の
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
自
然
で
あ
る
の
は
、
中
間
が
主
導

し
、
周
辺
国
が
そ
れ
に
従
う
か
た
ち
の
統
合
で
あ
ろ
う
。

全
体
が
、

京
ア
ジ
ア

虫
ま
し
い
か
も
し
れ

い
く
つ
も
の
屯
裂
に
よ
っ
て
閉
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
一
部
(
た
と
え
ば
、
南
北
朝
鮮
の
対
立
と
か
、
大
陸
と
台
湾
の
問

題
と
か
)
は
、
ご
く
最
近
の
、
冷
戦
の
副
産
物
で
あ
る
。
存
地
問
題

な
ど
、
植
民
地
時
代
の
副
産
物
も
あ
る
。
日
本
が
台
湾
を
釦
有
し
、

朝
鮮
を
統
治
し
、
中
国
を
侵
附
し
た
と
い
う
事
尖
は
、
一
九

1
二
O

世
紀
に
か
け
て
の
西
欧
文
明
と
の
抜
触
が
も
た
ら
し
た
不
均
等
発
展

平
等
な
資
格
で
結
び
つ
く
こ
と
は
、

な
い
と
し
て
も
、

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
て
経
験
さ
れ
た
た
め
、

こ
の
地
域
を
統
合
す
る
の
に
、

川
共
同

H
な
佃

値
制
を
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

そ
れ
が
、

P

附
ム
h
r
i
w
寸
冷
，
ん
4
!

川
哨

2
1
4車
a
v
r
h

技
術
で
あ
り
、

資
本
主
義
経
消
で
あ
る
。

11¥1 

が

人
杭
川
凶
や
氏

主
主
義
に
つ
い
て
抵
抗
を
示
し
て
い
る
の
は
、

小
川
の
川
右
文
明
が

そ
れ
と
異
質
で
あ
り
、

中
間
そ
れ
日
身
の
統
A
H
が
そ
れ
を
受
存
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

h
い
a
A川
e
ふ
品
、

人
為
的
な
政

治
的
統
A
H
体
で
あ
る
。

自
分
た
ち
を
日
然
的
共
川
休
と
い
じ
て
い
る

日
本
と
は
、

民
ハ
な
る
の
だ
。

日
本
に
と
っ
て
円
切
な
の
は
、

次
の
二
点
を
北
川
本
と
す
る
こ
と
だ

ろ、っ。

中
国
も
示
認
せ
ざ
る
を
え
な
い
州
制
、

b
h

上
'
こ
寸
1
H「

'r

仲
寸
f
t
V
4
来
。
止
-

ま
ず
第
一
に
、

技
術
(
先
端
技
術
)

に
関
し
て
、
以
後
ま
で
相
対
的
似
似
を
失
わ
な

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

ープ
K・
ふ

4

l
E
l
 

い
よ
う
に
努
力
を
集
中
す
る
こ
と
。

あ
る
面
で
中
国
に
と
っ
て
尊
敬
に
仙
す
る
凶
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
二
に
、

中
国
が
徐
々
に
四
欧
的
な
側
仙
飢
と
制
利
し
て
い
け
る

レh

小、っ
，、

ア
メ
リ
カ
と
手
を
携
え
て
小
川
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
。

ア
メ
リ
カ
の
プ
レ

e

セ
ン
ス
が
京
ア
ジ
ア
か
ら
不
在
と
な
っ
て
し
ま
え

ば
、
こ
の
地
域
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
が
失
わ
れ
、

統
合
が
作
か
さ
れ

る
。
そ
れ
は
、

日
本
の
悶
益
に
と
っ
て
も
大
き
な
訓
告
と
な
る
。
超

大
国
か
ら
た
だ
の
大
国
へ
、

縮
小
の
辺
を
た
ど
り
つ
つ
あ
る
ア
メ
リ

カ
を
、
少
し
で
も
長
く
そ
の
地
位
に
と
ど
め
て
お
く
た
め
に
、
川
本

は
し
か
る
べ
き
コ
ス
ト
の
分
担
を
惜
し
む
べ
き
で
な
い
。
ま
た
、
中

国
へ
の
投
資
な
ど
に
、
な
る
べ
く
ア
メ
リ
カ
を
巻
き
込
ん
で
、
日
中

の
利
害
が
正
而
か
ら
衝
突
し
な
い
よ
う
配
服
す
る
べ
き
な
の
で
あ

守ゐ。

52 
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い
ま
、

戦
後
政
治
か
ら
の
脱
却
が
川
ば
れ
、

作

J
i
Jい
に
五
人

が
肌

M
J
叫
叫
」
ト
仁

ワ

l
l
d
{
y
"
f

ー
し
れ
~
。

土
品
れ
~
、

日
本
の
川
辿
安
保
剛
山
常
任
州
事
川
人
り
が

r川
凶
と
な

っ
て
い
る
。

凶
辿
の
リ
ス
ト
ラ
も
、

や
が
て
始
ま
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
、

ほ
ん
の
始
ま
り
で
あ
る
。

冷
戦
以
後
の
新
川
県
秩
序

を
、
ど
の
大
図
が
ど
う
い
う
型
念
に
も
と
づ
い
て
分
担
す
る
の
か
。

日
本
は
、

こ
の
秩
序
形
成
に
参
加
す
る
べ
き
だ
し
、

そ
の
別
念
を
抗

案
す
べ
き
・
な
の
だ
。

去
を
踏
ま
え
、

東
ア
ジ
ア
に
位
抗
す
る
日
本
の
、
尚
一

現
状
を
分
析
し
、
将
来
を
見
通
す
構
想
力
が
問
わ
れ

そ
の
際
、

ず
に
は
す
ま
な
い
の
で
あ
る
。

だ
い
さ
ぶ
ろ
う
・
東
工
大
助
教
授
・
社
会
学
)

(
は
し
づ
め

〔
執
筆
者
紹
介
H
編
集
部
記
〕

川
叩

(mn)
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
打
年
、
東
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
同
士
諜

程
終
了
。

m
的
年
、
公
募
で
東
工
大
助
教
授
に
。
代
表
作
と
し
て

「
仏
教
の
一
ヴ
説
戦
時
」

「
は
じ
め
て
の
伸
明
治
主
義
』
「
冒
険
と
し
て
の
社
会
利
学
」
等
。

「
橋
爪
大
三
郎
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
(
論
文
集
)
を
勤
手
持
一
房
か
ら
刊
行
中
。
鎌
倉
打
ち
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム

と
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
母
議
り
の
潔
続
性
を
内
に
副
知
め
た
水
速
の
ド
げ
年
山
一
一
寸
究
。

司眠 、 ，一一
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第

一

部

芯

社

会

・

経

済

・

経

営

・

国

際

岐
路
に
立
つ
戦
後
政
治
と
改
革
の
行
方

う
そ
つ
き
は
政
界
再
編
の
始
ま
り

橋

爪

大

三

郎

(
東
京
工
業
大
学
助
教
授
・
社
会
学
)

(四

O
O字
×
六
枚
)

「
う
そ
つ
き
解
散
」
を
憶
に
政
局
の
焦
点
は
、
政
治
改
革
(
選
挙
制
度
改
革
)
か
ら

政
界
再
編
に
移
っ
た
。
政
治
改
革
↓
二
大
政
党
制
の
は
ず
が
、
順
序
が
逆
に
な
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
総
選
挙
後
、
ど
う
い
う
政
権
が
現
わ
れ
る
の
か
、
こ
の
原
稿
を
響
い

て
い
る
時
点
で
は
不
確
定
で
わ
か
ら
な
い
@
だ
が
、
好
余
曲
折
は
あ
り
な
が
ら
も
、

日
本
が
確
実
に
戦
後
政
治
の
殻
を
脱
皮
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
か
だ
。

戦
後
政
治
の
銭
を
与
え
て
い
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
冷
戦
で
あ
る
。
一
九
五

五
年
、
保
守
合
間
に
よ
っ
て
自
民
党
が
成
立
し
た
の
は
、
日
本
を
自
由
主
義
陣
営
に

つ
な
ぎ
と
め
て
お
く
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
と
連
動
し
て
い
た
。
ア
メ
リ

カ
は
、
日
米
安
保
条
約
を
結
ん
で
日
本
の
安
全
を
保
障
し
、
安
い
原
油
を
徒
供
す
る

な
ど
自
由
貿
易
の
利
援
を
享
受
さ
せ
て
、
日
本
を
資
本
主
義
経
済
繁
栄
の
シ
ョ
ー
ウ

イ
ン
ド
ー
と
し
た
。
ソ
速
が
ア
メ
リ
カ
と
覇
権
を
争
っ
た
こ
と
で
、
漁
夫
の
利
を
え

た
の
が
日
本
で
あ
る
。

ソ
速
が
解
体
し
、
社
会
主
義
国
が
消
滅
し
た
の
で
、
国
際
関
係
の
枠
組
み
も
、
ア

メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
も
、
線
本
的
に
変
化
し
た
a

保
守
二
党
論
や
政
界
再
編
が
現
実

味
を
帯
び
て
き
た
の
も
、
自
民
党
が
分
裂
し
た
の
も
、
そ
も
そ
も
、
社
会
党
が
政
権

を
と
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
な
ど
と
余
計
な
心
配
を
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
。
こ
の
底
流
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
ず
、
自
公
民
的
な
連
立
で
し
の
げ
る
と
考

え
た
の
が
、
自
民
党
守
旧
派
の
誤
り
で
あ
る
。

宮
沢
首
相
は
恐
か
な
総
理
と
し
て
長
〈
記
憶
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
よ
く
考
え
て
み
る

と
、
宮
沢
政
権
の
も
と
で
政
治
改
革
が
実
現
で
き
る
条
件
は
小
さ
か
っ
た
と
言
え
る
・

宮
沢
現
政
権
を
支
、
え
る
力
学
の
起
点
は
、
竹
下
派
(
経
世
会
)
の
分
裂
に
あ
る
。

リ
ク
ル
ー
ト
で

m祭
治
産
状
態
に
な
っ
た
竹
下
元
首
相
に
代
わ
っ
て
、
金
丸
元
副
総

か
ぎ
り
、
多
数
決
に
よ
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
な
ど
期
待
で
き
な
い
。

選
挙
も
、
国
会
で
の
論
議
も
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す
る
た
め
の
手
続
き
で
あ

る
は
ず
だ
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
は
、
複
数
の
意
見
が
討
論
を
た
た
か
わ
せ
た
結
果
、

収
束
し
た
先
を
各
人
が
独
立
に
判
断
し
、
そ
の
結
果
を
集
計
し
て
全
体
の
判
断
と
す

る
こ
と
で
あ
る
。
全
体
の
判
断
を
全
員
が
尊
重
す
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
、
こ
の

判
断
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
転
化
し
う
る
・
と
こ
ろ
が
国
会
で
は
、
合
意
形
成
の
プ
ロ

セ
ス
(
料
亭
で
の
恨
回
し
)
と
う
わ
べ
の
討
論
(
儀
式
と
化
し
た
質
疑
な
ど
)
が
最

初
か
ら
分
離
し
、
討
論
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も

合
意
す
る
は
ず
の
な
い
与
野
党
が
合
意
す
る
の
だ
か
ら
、
舞
台
裏
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
.
こ
の
結
果
、
国
民
は
、
現
実
的
な
バ
ラ
ン
ス
に
立
っ
て
自
分
な
り
の
判
断
を

す
る
機
会
を
奪
わ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
厳
密
に
言
え
ば
、
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

に
よ
る
政
治
な
ど
、
わ
が
国
で
は
成
立
し
た
た
め
し
が
な
い
の
で
あ
る
・

自
民
党
刑
阜
の
政
治
を
脱
却
し
て
、
民
主
主
義
を
成
熟
さ
せ
る
た
め
に
は
、
国
民
が

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
①
討
論
の
な
か
で

よ
く
似
た
主
張
の
重
大
な
違
い
を
み
つ
け
る
、
②
自
分
の
拠
っ
て
立
つ
価
値
規
準
を

明
確
に
意
議
す
る
、
③
小
選
挙
区
で
「
究
極
の
選
択
」
刑
阜
の
投
票
を
す
る
、
な
ど
の

訓
練
を
積
む
必
要
が
あ
る
・
国
会
は
、
社
会
の
縮
図
に
は
か
な
ら
な
い
。
国
民
ひ
と

り
ひ
と
り
が
意
思
決
定
の
能
力
を
高
め
る
以
外
に
、
政
治
改
革
め
決
め
手
は
な
い
の

だ

。

(

顔

写

真

五

八

ペ

ー

ジ

)

《
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
v

一
九
四
八
年
生
ま
れ
.
東
大
文
学
部
社
会
学
科
卒
.
同
大
学
院

博
士
課
程
修
7
.
現
在
.
東
京
工
業
大
学
助
教
授
・
社
会
学
修
士
.
専
攻
は
理
論
社
会
学
‘
宗

教
社
会
学
、
記
号
諭
‘
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
研
究
・
主
な
著
舎
「
冒
険
と
し
て
の
社
会
科
学
」
(
毎

日
新
聞
社
)
「
現
代
思
想
は
い
ま
何
を
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
」
(
勤
草
書
房
)
「
身
体
的
深
み
へ
」

(
共
著
・
J
I
C
C
出
版
局
)
「
俣
の
憲
法
草
案
」
(
共
著
・
径
杏
房
)
「
社
会
が
わ
か
る
本
」
{
講

級
社
)
ほ
か
.
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書評欄より

理
が
キ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
君
臨
し
て
き
た
・
そ
の
金
丸
氏
が
佐
川
急
便
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
で
失
脚
し
、
跡
目
を
め
ぐ
っ
て
経
世
会
は
小
洲
派
と
羽
田
派
に
分
裂
。
小
沢

一
郎
氏
を
警
戒
し
て
羽
田
派
包
囲
網
を
敷
い
た
の
が
、
中
曽
根
氏
、
竹
下
氏
ら
で
あ

る
。
宮
沢
政
権
は
、
竹
下
氏
の
側
近
梶
山
幹
事
長
、
中
曽
根
氏
の
腹
心
佐
藤
孝
行
総

務
会
長
を
両
脇
に
配
し
て
、
羽
田
派
包
囲
網
の
?
え
に
乗
っ
て
い
た
.
だ
か
ら
羽
田

派
が
、
政
治
改
革
の
主
導
権
を
握
り
か
け
る
ほ
ど
、
守
旧
派
は
態
度
を
硬
化
さ
せ
る

と
い
う
椛
造
が
あ
っ
た
。
こ
の
間
で
優
柔
不
断
に
右
往
左
往
し
た
の
が
、
宮
沢
首
相

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
政
治
と
は
す
な
わ
ち
決
断
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
最

後
ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
宮
沢
首
相
の
こ
と
を
笑
え
る
日
本
人
が
、
ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ
う
か
。

な
ぜ
な
ら
、
日
本
で
は
誰
か
が
決
断
し
て
も
の
ご
と
を
決
め
る
こ
と
は
よ
く
な
い
と
、

伝
統
的
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
み
ん
な
で
相
談
し
て
い
つ
の
間
に
か

決
ま
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

自
民
党
の
総
務
会
は
全
貝
一
致
が
原
別
で
あ
る
た
め
、
大
事
な
こ
と
を
何
も
決
め

ら
れ
な
い
・
改
革
は
一
歩
も
進
ま
な
い
。
離
党
し
た
若
手
は
、
自
民
党
を
こ
う
批
判

す
る
。
全
員
一
致
制
は
、
村
落
共
同
体
の
意
思
決
定
原
理
で
あ
っ
て
‘
近
代
政
治
め

原
理
と
ほ
ど
遠
い
。
近
代
政
治
の
原
理
、
民
主
主
義
の
大
原
則
は
、
多
数
決
で
あ
る
。

多
数
決
は
、
大
勢
の
人
び
と
が
も
の
ご
と
を
決
断
し
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す

る
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
人
の
感
覚
か
ら
す
る
と
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
(
合
意
)

の
形
成
と
は
、
相
談
の
結
果
全
員
一
致
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
多
数
決
に
よ
る
コ
ン

セ
ン
サ
ス
の
形
成
を
、
日
本
国
民
は
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
政
治
改
革
め

成
否
が
か
か
っ
て
い
る
、
と
私
は
思
う
。

日
年
体
制
の
国
会
は
、
与
野
党
「
対
決
」
の
場
で
あ
っ
た
。
自
民
党
は
、
自
由
主

義
の
政
策
に
つ
い
て
一
致
で
き
る
人
び
と
の
最
大
範
囲
だ
か
ら
、
そ
の
呼
外
の
政
党

は
、
対
話
が
成
り
立
た
な
い
人
び
と
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
対
話
が
成
り
立
た
な
け

れ
ば
、
対
決
し
、
多
数
決
で
決
着
す
る
し
か
な
い
。
日
本
人
に
と
っ
て
多
数
決
と
は
、

よ
く
な
い
や
ワ
方
、
少
数
者
を
黙
ら
せ
る
た
め
の
最
後
の
手
段
、
強
行
採
決
の
イ
メ

ー
ジ
で
あ
る
。
い
ち
ば
ん
外
側
に
、
話
に
も
な
ん
に
も
な
ら
な
い
共
産
党
が
い
る
・

そ
の
つ
ぎ
に
、
社
会
党
が
い
る
。
さ
ら
に
公
明
党
、
民
社
党
が
い
る
、
と
い
う
具
合

に
、
国
会
に
は
い
く
つ
も
の
同
心
円
が
あ
る
@
自
民
党
の
内
部
も
、
同
様
の
ロ
ジ
y

ク
で
派
閥
の
同
心
円
に
蔽
わ
れ
て
い
る
。
仲
間
は
同
じ
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
だ
か

ら
、
議
論
の
必
要
が
な
い
。
そ
う
で
な
い
人
び
と
は
違
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
だ

か
ら
、
議
論
し
て
も
無
駄
で
あ
る
。
|
|
こ
れ
が
日
本
人
の
無
意
識
の
前
提
で
あ
る

(6) 

社会か分かる本
橋爪大三郎=著

開般社11993.31A5判 11.300円

ここ数年の世界情勢の動きの速

さは，全くもって驚くべきものが

ある。一方圏内に目を転じてみる

と， その旧態依然たる様は情けな

くなるほどである。この本は，

『ノレ・クーノレ』 という女性誌に '89

年から '93年まで連載された内容

のうち半分ほどを集めたもので，

それぞれの項に初出の年月と単行

本になった時点でのコメントが載

せられている。それを読んで官頭

のような感想、をもったわけである。

取り上げられている内容は， ド

イツ統ーの話から，炭酸ガスによ

る地球温暖化の話，はてはセクハ

ラまで多岐にわたっている。本の

性質からいって深く掘り下げた解

説は期待できないが，平易な文章

でわかりやすく書かれている。

しかし，この本に関していえば，

このわかりやすいという点が最大

のセールスポイントであると同時

に最も危険な点である， t言わざ

るをえない。社会事象はさまざま

なフアクターによって成り立って

おり，安易な単純化は受け入れな

いはずである。そうした単純化は

主足者の固定化をもたらし，多種多

、

様な価値観が共存するこの世の中

においてひ1::-<偏狭な結論ぞ導く

ことになろう。もっとも，わかり

やすく説明することはそれ自体重

要なことではある。ただ，わかり

やすきの陰て官射主になっている側

面があることを忘れてはならない。

だから，この本を読んで社会が

わかったような気になるのであれ

ば，むしろ読まないほうがよい。

これを一里塚にして，自分なりの

問題意識を構築しなければならな

いのだ。その意味で，読者の姿勢

がこれほど問われる本も珍しいの

で1まな L、だろうか。 (KN) 
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これから読む文章の中に出てくることばや表現です。

この中で、ほめる表現にはO、そうでないものには×を入れてください。

またどちらでもないものにはムを入れてください。

〕ひからぴた

〕快挙

D 下の8-0は、
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〕著者の顔が見えない
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D次の①~③のことばは、どのように使い分けられるでしょうか。

①~③のどれを使うのが適当でしょうか。①~③のうち適当なものを入れてくだ

a-fの場合、

さい。

①作者

②筆者

③著者

〕小説

〕新聞の社説

〕芝居、演劇

〕論文

a 

b. 

C 

d. 

この課では、 善治読みます。言平で取り上げられる料、新刊書の中でも、何カ憾の

ある本が多いようですが、書評でほめられるゲどうかで、本の売れ行きが変わる場合もある

そうです。書評は、ふつうの新聞や雑誌にも載りますが、ここて守しむものは、「週刊読書人j

という書評専門紙に載ったものです。どんな本について、どんな評価がされているでしょう

か。この書評を読んで、本を買って読んでみようと思うでしょうか。

58 

〕教科書

〕書評

e 

f 詩紹介都足話 (194B~) 神奈川県生仇東京大学大学院修了。東京工業大学助教
授。新しい社会理論を探りながら、現代社会の動きをわかりやすく解きあかすべ〈、

活発な著述活動をしている気鋭の社会学者。主な著書に「言語ゲームと社会理論j

「仏教の言語戦略」など。



こんな教科書ほしかった-第5課

/ラダょ一ダアJーユ/←/ 

ます、次の質問を考えながら、全体を読んでくださし1。この質問は本文のあとにも*0書評を読むときには、どんな点に注目して読みますか。あるいは、書評にはどん

う一度出てきます。な情報が入っていてほしいと思いますか。最小限必要だと思われるものを 3つ選

なお、本文の右のO囲みの数字は段落番号です。a-fに適当なものかなかったら、) !こOをつけてください。また、んで(

質問

oこの本(書評されている本)在、全体としてほめていますか。

D この本は、どんな分野の本でしょうか。

D この本の優れている点として、どのような点を挙げているでしょうか。

D この本の欠点として、どのような点を挙げているでしょうか。

必要だと思われる情報をgに書いてください。

〕買って読む価値があると言っているか

〕欠点は何か

〕優れている点は何か

a 

b. 

C 

〕値段は高いか安いかd. 

〕内容はだいたいどんなものかe 

I ::!Vt~~科書ほし力った
〕ページ数はどのくらいか「目、

-

P+'aa 

g 

江原由美子・長谷川公一・山田昌弘・天木志保美・安川一・伊藤るり著

2400円fジエンダーの社会学j新曜社

①
 

ひからびた社会学にうんざりの、全国の学生諸君お待ちかねのテキストが、つ

いに登場した。 快芋である。これを読めなかった私の学生時代がくやしい。
よみらの

〈社会学入門でもあり、読物としても面白い本。普通のごくささいな日常生活力、

D下のa-dは、「本J!こ関係のあることばです。下の図のどの部分のことでしょう

)に記号を入れてください。

コラム

か。(

a 

② 

ら、社会とは世界とは何かを考えられたら、きっともっと社会学が面白くなるだ

ろう。……二転三転した議論の末、私たちは大冒険に棄り出した。「ジ.エンダーだ

けをモチーフにして、社会学の入門書を書いてみようJo}一一著者を代表して江

こんなふうに述べているが、その思いは半ば以上達せられてい

。
-つよ-えニ=固とる

③ ジ、エンターとは 《生物学的な性別……と区別された、社会一文化的性別〉のこ

と。なおかつ、「ジェンダーの社会学Jは、女性の視点にこだわるフェミニズムと

は異なる立場に立つ。 〈本当は、男性も女性も同じくらいジ.エンダーに「囚われてj
あしむと

いる〉のだから。本書は男女を問わず、自分の足元から社会と人生を考え直すた

じっ びっしゃ -"んたん

さて、江原さんはじめ六人の執筆者が分担するのは、日常生活/政治社会/家

めに最適の案内書だ。

④ 

族/労働/世界社会/感性リアリティの各章。社会学を学び始めたばかりの若い

学生諸君が、自分の生活の範囲内で無理なく理解で‘きるテーマをゆったりと力ヴ

アーしている。文章の調子も、著者からの個人的メッセージとして読者に届くよ

原由美子さんは、

1日

15 

卜

川

献

ス

品

文

ラ
川
表
日
考

イ
ず
図
仏
参

c
，d
 

-hu 

①( 

クラスで答えの確認、意見の交換をしてください。Qここまて情わったら、

60 

うになっている。
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こんな教科書ほしかった-第5課/ルI fの一之/一

質問

oこの本(書評されている本)在、全体としてほめていますか。

⑤ 一フコ
ムに追いやってしまったことだ。そうしたコラムや、キーワード、研究ノートと

いった囲み記事だけ拾い読みしても、ちゃんと舎の社会学の輪郭がつかめるよう

これまでの常識を碩り、知識は知識にすぎないと、この本で出色なのは、

20 

ほめている。a 

数ページすつに区切って。

そのうえに、柴門ふみさんの若々
ねら

しい感覚のイラストがたくさんあって、ページを繰るのが楽しい。一ーという狙

いが、よくわかつて、それに共鳴した。しかし、実際の出来ばえを率直に言う

ほめていない。b. 
社会学の考えかたをわかりやすく紹介し

参

になっている。そのかわりに本文では、

集中力の限度を越えないように、

る
『
l
vてれら-え考/

¥
 

よ土
U

+刀1υ 

、
出

も

の
れ

一…
表

そ
ず
図

る

凡
献

あ
品
文

て
一J考

どちらとも言えない。C 

評価については、何も言っていない。

。上のように考えた根拠は、文章中のどの部分ですか。その部分を lつ書き抜い

d. 
25 

てください。

と、各章ごとにばらつきがあり、全体の調整も必ずしもうまくいっていない。だ

いぶ改善の余地がありそうである。

⑤ 

まだ工事中、ということだろう。
ちzうせん υ 

だが、それはそれとして、著者たちの挑戦の意気込みは、やはり読者にもひし

ひしと伝わるはすだ。特にはじめの数十ページは、映像的な手法が成功して、作 D 書評されている本は、どんな分野の本でしょうか。

a 社会学の専門書品としても優れており一気に読ませる。本書がきっかけとなって、社会学を見直

す人びとの論が広がり、やがて中級の読み物、一線の研究書へと、手が伸びてい

30 

b.社全学の入門書

ジェンダーについての専門書C ってくれればいいなあと、楽しい夢をみたくなる。

ジェンダーについての入門書

B この本の優れている点として、どのような点を挙げているでしょうか。 1-2つ

書いてください。

d. ⑦ これ

一冊ですむかという問題もある。テーマや切り口の点で、社会学の全体からみて

バランスを欠いているのは確かだ。それが気になる人もいるだろうが、総花的に
だんずん

何でも取りよげ、著者の顔が見えないこれまでの教科書にくらべれば、断然こち

らをとるのが正しい、と思う。ただ、本書を補う意昧でも、別な方向へのかたよ

りをもった教科書が、真似でもいいからあと何冊か出てほしいのだが。

ついずい

というわけで、教科書として舎のところ、本書は他の追随を許さないガ¥

35 

lSBS~ B月14日号より)(橋爪大三~ß r週刊読書人j読書人

D この本の欠点として、どのような点在挙げているでしょうか。 1-2つ書いてく

ださい。

クラスで答えの確認、意見の交換をしてくださし、。

62 

Qここまで終わったら、

61 
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-一度

もう一度、 本文を読んで、 次の質問に答えてくださいo

D rその思いJ(7行自)とは、どんな「思いJですか。

a ジェンダーとフェミ ニズムについての入門書を書く こと

b.普通の日常生活から、社会や世界を考えること

C 社会学についての議論をおもしろく紹介する こと

d.世界を官険して歩く こと

o rフェミ二ズムとは異なる立場に立つJ(10-11行目)のは、なぜですか。

a 生物的な性別は無意味だと考えるから

b.男性の視点から本を書こうと考えたから

C 著者たちはフ ェミニズムに批判的だから

d.男女と L:こジエンダーに囚われていると考えるから

D r-という狙し'J(25-26行自)は、この文章のどこからどこまでの部分を受けて

いますか。

a rジェンダーとはJ(9行目)から25行固まで

b. rさてJ04行目)から25行目まで

c rこの本てー出色なのはJ09行目)から25行固まで

d. rそのかわりにJ(22行目)から25行目まで

D r狙いJ(25-26行自)の中で、もっとも重要な点は、どれだと思いますか。

a 社会学の考え方の理解を重視している点

b.若々 しい感覚のイ ラス トを多く使っている点

C 著者たちの個人的メ ッセージと して読める点

d.今の社会学の輪郭がわかるようになっている点

D rそれはそれとしてJ(29行自)を言い換えると、次のどれが適当でしょうか。

a 欠点が多いので

b.欠点はあるけれど

C 欠点が少ないので

d. 欠点はあまりないけれど

63 

o r楽しい夢J(33行自)とは、どんなことですか。

a この本の内容が改善される こと

b.映像的な手法がもっと使われるようになること

C 社会学の専門書を読む人が増える こと

d.著者の意気込みが読者にちゃんと伝わる こと

f

・s-
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zzr
 

" 

liJこの文章全体力、ら考えて、

(1)筆者は、どんな分野を研究している人だと考えられますか。

を

4 、

(2)それはどこからわかりますか。

D もう一度全体在見て、次のことが、第何段落に書かれているかを指摘してくださ

い。 書かれていなければ、×を書いてください。

a (この本の著者(たち)はどんな人か

b. (この本が書かれた目的

c ( この本に対する全体的な評価

d. ( 本の内容

e ( この本の優れている点

f. ( この本の問題点

g 

h 

o 

この本のテーマについての筆者(書評を書いた人)の意見

この本を読んだ後、どんな本を読んだらいいか

Qここまで終わったら、クラスで答えの確認、意見の交換をしてください。

64 



こんな教科書ほしかった-第5謀タf-/タタ3←之/ーー

ニあとに

D この書評について
* o次の文章は、本文の内容を要約したものです。下の仁二コの中から、適当なもの

を読んでみたいと思いましたか。fジェンダーの社会学j(1) を選んで適当な形に変え、一一に入れて、文章を完成してください。

思わない'hu 
読んでみたいと思ったa 

この書評のどんな点からですか。それは、むしそう思ったとしたら、(2) 

他の

追随を① と言っていいほど、

著者たちは、この本を書くにあたって、「普通のごくささいな日常生活から、社会

今のと ころ、社会学の教科書として、

優れたものである。

とL、う本は、Tジェンダーの社全学J

ともっと社会学が面白くなるだろう」きっと、とは世界とは何かを考えられたら、

この本は、その意図は半ば以上②一一一一一いると言えるだろっ。考えたようだが、

一貫して、著者たちも言っているように、社会学の入門書として書かれたものだが、

(3)この書評は、書評としてすぐれたものだったでしょうか、あるいは向か問題があ
ジエンダーという③一一一一ーから書かれている点が他の教科書と異なる点である。

この本の特に④一一一一一点は、本文が、社全学のものの考え方をわかりや
あなたの意見を書いてくださし、るでしょうか。

また、

キーワード、コラム、いわゆる知識的なことは、すく紹介することに使われていて

もちろん、囲みだけ読ん研究ノートといった囲み記事に集められている点である。

でも、社会学の輪郭はわかるように工夫されているが、知識は知識に③一一一一、

『明るい国立計画』一倍祭93パンフレット PP.44一倍祭運営委員会
また、本文も、集中力の限界をと本文から追い出してしまったことは見識である。

|パンフレット企画著名人アンケートI越えないように適当な長さで区切られているし、そのうえ若々しい⑤一一一ーのイ

さらラストがたくさん使われていて、読み進むのか・楽しくなるようになっている。

に、文章も教科書的ではなく、著者たちの声が聞こえてくるような調子で書かれて

一橋祭ではパンフ企画として一橋大学または一橋祭に関係のある方にア ンケートを実施

しました。いずれも各界の→泉でこ活躍中の方々ですが、今回はそれぞれの専門分野とは

関係なくプラベイートに関する質問を並べてみました。それぞれの回答には非常に人柄が

にじみ出ていると思いますので、是非お読みくださし、。

しかし、実際

まだまだ、③ の余地があるのも事実で

また共鳴もしたが、このような著者たちの意図はよくわかり、

の⑦一一一一ーにはばらつ1きもあり 、

いる。

あなたの座右の銘は?
あなたの尊敬する人物は?
あなたの宝物は 7

4
1
q
4
内

J

ある。

だが、このような⑨一一一ーはあるにしても、著者たちの⑬一一一ーは、じゅっ

ぷんに伝わってくるし、特にはじめの数十ページはひじように優れたものである。

あなたが最も嫌いなもの(こと)は?
もし、現在の緩業についていなかったら?
もし、総理大臣になったら何をしますか?
おすすめの本を 3冊紹介してくださ L、(作者と題名のみ)
若い頃の失敗談を聞かせてください
学生時代の思い出を聞かせてください

A
斗

F
h
u

内

D
守

J
n
o
nヨ

この本がO一一一一ーになって、社会学を見直す人たちが増えていってくれればと

テーマ

この本

この一冊で社会学のすべてがわかるというわけではなL、

それでも、

もちろん、

からみても、かなり⑫一一一ーものであることはまちがいなし、

は他の教科書に比べれば断然優れており、

国.:;
，也、 J。

特になし
その時々尊敬する友人を持っている
特になし
こういうア ンケ ートに答えるのは「最も」ではないが「かなり」嫌いだ。
やっぱり本を書いていただろう。

非現実的な仮定では、答えようがない。
すべての人に共通に進めたい本はない。一
特になし
ょく考えてみると、学校にはあまりよい思い出はない。

(東京工業大学)大三郎氏橋爪

2. 
・3.
4. 
5. 
6. 
7. 
8. 
9. 

この本とはこの本を補うような、今後、

また異なるかたよりをもった教科書があと何冊か出てほしいと思う。

意図・意気込み・おぎなう・改善・かたよる・感覚・きっかけ・

視点・すぎない・優れている・達する・できばえ・問題点・許す
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近未来社会予測一切みート
iFU 主屋L 言実$ Jにー

(金曜日)

唱F

。

2月 17日1993年〔平成5年〕
21世記まで、 7年というタイムスパンになった。世紀末の近未来社会はま

だはっきりとした形になっていないが、そのイメージにつながる路変化は、

すでに私たちの周りの現実の中に生まれているのではないか。そういう問

題意訟で本能の執筆者など30人にアンケート調査し、93':手の注目すべき

事象や作品を挙げてもらうとともに、90年代後半から21世記初頭に';'(1て

の近未来社会像を銭測してもらった。

掲載は五十音順。質問項目は次の通り。

。-

①93年に起こった社会現象倣j台、経済、社会、乞舌)で、近未来 (世紀末)

社会を観測する上で、あなたが景も注目した(重要と考えた)のは何ですか?

②93年に登場した作品 (商品)で、ili::未来社会を観測する上で、あなたが最も

注目した(重要と考えた)のは何ですか? 作者(企業)名もお害きください。

③あなたは近未来社会について、どんな時代イメージ (キーワード)を持って

いますか? また、そのイメージに震も近い人、作品(商品)、事象を理由も含

めてお害きください。

日本経済新聞社『日経イメ ージ気象観測』季刊 「リポートJ27号例年 i月号

デ
イ
カ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
洗

礼
が

一
巡
し
た
あ
と
の
、
普
通
の

女
性
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
思
索
。

「敵
対
す
る
男
/
女
」
を
前
提
し

な
い
と
す
ま
な
い
政
治
主
義
か
ら

の
脱
却
を
果
し
て
い
る
。

佐
藤
俊
樹
『
近
代
・
組
織
・
資

宮
台
真
司
・
石
原
英
樹
・
大
塚
本
主
義
』
(
ミ
ネ
ル
グ
ァ
書
房
)
。

明
子
『
サ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
神
話
解
日
本
資
本
主
義
の
特
異
な
リ
ア
リ

体
』
(
パ
ル
コ
出
版
)
。
少
女
メ
テ
ィ
を
、

M
・
ウ
ェ

l
パ
l
の
方

デ
ィ
ア
、
音
楽
、
マ
ン
ガ
、
性
風
法
に
戻
っ
て
再
梅
築
す
る
現
代
的

俗
の
四
領
域
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
な
試
み
。
近
代
と
の
対
決
な
レ
に

異
僚
と
も
み
え
る
情
熱
で
現
象
に

A
「
近
代
の
む
こ
う
」
を
気
取
っ

肉
薄
す
る
大
が
か
り
な
分
析
作
業
て
も
し
か
た
な
い

V
と
い
う
指
摘

の
中
間
報
告
。
『
ア
ク
ロ
ス
』
連
に
共
感
す
る
。
(
は
し
づ
め
・
だ

眠
時
か
ら
注
目
を
集
め
た
。
数
十
い
さ
ぶ
ろ
う
民
H
東
京
工
業
大
学

年
も
す
れ
ば
不
動
の
古
典
と
な
っ
助
教
授
・
社
会
学
専
攻
)

て
い
る
か
も
。

吉
津
夏
子

『
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の

困
難』

(動
車
書
房
)
。

団
興
世

代
と
そ
の
周
辺
を
巻
き
込
ん
だ
ラ

橋
爪
大
三
郎

橋爪大三郎東京工費大制服

E Z翠盤整警igj者筈悩たち
①クリントン米大統領の主催によるAPEC(アジア太

平洋経済協力会議)の開催c アメリカが、対ロシア、

対西欧から、思い切ったアジア重視に政策を変更する

恒
例
の
年
末
ア
ン
ケ
ー
ト
特
集
二
九
九
三
年
の
収
穫
」

を
お
送
り
し
ま
す
。
広
く
諸
分
野
の
尊
門
家
、
読
書
家
の
方
々

に
、
こ
の
一
年
間
に
日
本
で
出
版
さ
れ
た
書
籍
の
な
か
か
ら
、

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
一
年
を
通
じ
て
今
年
の
収
穫
と
思
わ

れ
る
本
を
三
冊
づ
っ
上
げ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
短
い

コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
掲
載
は
五
十
音
順

と
し
ま
し
た
。

(
編
集
部
)

第一歩であると思える。

②雀鍵「ー無所有J (東芝EMITOCT -8244)。存在惑

を急速に高めつつある中国の、若い世代の才能を代表

するロック・アーテイスト、ツイ・シエンのアノレノfム。

③アメリカぞ軸とする、一極=多極構造。米中日の 3

国がかたちづくるアジアの三角形が、国際関係を支配

する最大のファクターとして浮上するだろう。
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い2大政治グループーの形成を模索し

ていくはずだ。

それでは、保革に変わるどういう

軸に沿って、 2大政治グループが結

集するのか。予測はむずかしいが、

人脈でいえば、細川ー武村一江田グ

ループと小沢ー羽田~市川グループ

とが核になればいちばんすっきりす

る。その時期(二、比例区がその役目

を終え廃止される、おそらく 90年代

の末ごろなのではないか。 もちろん

これには、中央省庁の統廃合や地方

分権も絡むだろう。いずれにしても、

さまざまな制度改革が目白押しの改

革の時代が当分続くはずだ。

3
年
は
、
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
三
巻
を
勤

、
d

草
書
房
か
ら
出
し
ま
し
た
。
山
四
年
は
こ

れ
に
続
い
て
、
旧
縞
の
，
性
愛
論
'
を
リ
ラ

イ
ト
し
て
出
版
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
王
輝

氏
の
『
中
国
の
「
官
僚
病
」
』
を
靭
訳
し
て

出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
宝
島
社

か
ら
の
オ
ム
ニ
バ
ス
・
シ
リ
ー
ズ
「
幻
世
紀

を
生
き
始
め
る
た
め
に
」
の
続
巻
も
執
筆
し

ま
す
。
確
定
し
て
い
る
の
は
こ
の
辺
り
ま
で

で
、
な
る
べ
く
時
間
を
余
し
て
新
し
い
領
域

の
も
の
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

の多党化=派関全盛を迎えた。

政党でありながら政党たりえぬこ

の現状を改革する動きが、政権政党

である自民党の内部から{勇き起こっ

たのは、だから当然と言えば当然だ

った。改革の柱は、小選挙区制であ

る。この制度のちとでは、派闘で選

挙を戦えない自民党ち、単独で選挙

を戦えない社会党ふ解体するほか

ない。細川政権は政治改革を公約に

掲げることで、自社両党を追い詰め

る一方、連立の求心力を強めている。

この政権は、次の選挙で連立の組み

換え(社会党の切り捨てと自民離党

グループの吸収)を図りつつ、新し

東京工業大学劫毅授

日本独自の中選挙区制(二、比例代

表詰IJに近い。多党化が進むのが本当

だから、自社両党がしのぎをけずる

55年体需IJのほうが不自然だった。こ

の詰IJ度のもと、社会党(;;政権交代の

チャンスから遠ざかり、多党化のi皮

にのまれる。一方、自民党は、党内

政 治

政治改革法案、衆院で可決

橋爪大三郎
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